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※PowerPointのバージョンによっては数値に 
 若干誤差が生じている場合がありますが、 
 そのまま作成いただいて問題ございません。 

出会い・気づき・学び、そしてそれぞれの変容 
―高校進学ガイダンス開催がもたらした二次的意義― 

 

原田かおり（山梨県立大学） 、小林信子（ユニタス日本語学校）、萩原孝恵（山梨県立大学） 

                             ＊協力者 斉藤祐美（山梨外国人人権ネットワーク・オアシス) 

子どもの日本語教育研究会第4回研究会   2019年10月12日（土）於：東京都港区立笄小学校 

 
・詳しい説明をする前に協力を断られる 
・事前に約束したにもかかわらず打ち合わせの場に来ない 
・引き受けたが、直前にキャンセルされる 
 

振り返り 

自己肯定感 

将来への希望 

運営する側の視点 

１ 一次的意義 

参加者に 
 ①保護者に多言語による進路進学情報を提供し理解してもらう 
 ②保護者と子どもたちに、一緒に考え理解してもらう 
 ③ロールモデルの話を聞き、自身の将来を描いてもらう 
 ④出会いの場を提供する 

２ 二次的意義 

協力してくれた高校生らに 
  

 変化が生まれた （→わたしたちは気づいていなかった） 
 

親への感謝 

３ ガイダンスに協力してくれた高校生ら  

    ロールモデル 15人 
     （内訳：高校生10人、専門学校生2人、大学生2人、社会人1人） 
    スタッフ 10人 
     （内訳：高校生4人、大学生6人） 
 

つながりのある国 インド、韓国、コロンビア、タイ、中国、日本、フィリピン、ブラジル、ペルー 

４ 高校生らの背景 

●過去に不就学経験あり 
●過去に不登校経験あり 
●過去にガイダンス参加経験あり 
●中学2年で来日し一般受験で大学に進学 
●全日制公立高校中退後、通信制高校に入学 

５ 高校生から聞かれた語り 
 

（調査方法：アンケート 23枚回収 回収率91.3%、インタビュー のべ17名 、リフレクション のべ23名内高校生ら2名）        ＊内容の掲載については本人の承諾を得ている 

A 僕は、もう少し高校について知っといた方が良かったなとは思いました。それは、僕自
身〇〇高校しか知らないために〇〇高校のことしか説明できなかった 

J わたし自身が言語の勉強したいんで、その女の子と仲良くなれたり、色んな国のこと
ばっていうか、色んな国の人と触れ合えたんで、すごいよかったなあと思ってます 

B （通訳をしていて）日本にある、あって中国にない、その例えば入試形式とか（中略）
なんかもうちょっとちゃんと勉強したほうがいいかなって思いました 

K わたし日本語もポルトガル語も教えてあげれるし、あっちはうちに中国語と英語を教
えてくれるしって、もう自分のためになったなあって 

C もうちょっと外国のことばを勉強してもうちょっとわかりやすく説明出来たらなあって L 今日は友だちができて本当に嬉しいです 

D もうちょっと学科について説明すればよかったなあって思いました M 不登校とかの子は、全然わたしも不登校だったんで助けれる部分は助けられる 

E もうちょい、いいことば、使いたかったけど使えなかった N 3か国語がしゃべれるんで言ってくれれば3か国語で説明することもできる 

F すごい困ってる、これから困っているっていう人たちに対して自分が少しでも手助けに
なれたっていうことはすごくいい機会だったなあって思います 

O 友だちにもいっぱい高校生がいたりするんで、呼んでくれれば、その子たちを呼んで
説明会だとかもできる 

G （通訳として参加したが）ロールモデルみたいな存在になったかなって思いました P ガイダンスを（中略）知らせるためにこちらもがんばらないといけないと思います 

H 中学生って高校に入ることに対して、すごく不安を持ってるっていうのは、自分も経験
してたからこそわかることで、自分が高校に入って生活をしていたっていうことが、自
分がその子どもたちに対して伝えてあげることができるっていうことが（中略）よかった 

Q 中学生の時にわからなかったことが、今日皆さんの前で話をして理解をすることがで
きました。わたしの家庭は、ほかの家庭と比べて日本語にとても恵まれていると改め
て思い、同時に心の中で親に感謝することができました 

I ご両親の反応がとてもよかったので、話しているわたしももっと話したくなりました R 大学の中も見学することができたのですごく自分のためになったと思う 

ロールモデル協力？ 

お願いでき
ますか？ 

ええ…？ 
どうしよう… 

変化 

収穫 

６ 結果と考察 

   
 

ガイダンスに参加したことによって高校生らが変化していた 
  ●〈振り返り〉自分のできないことに気づいて、どうしたらいいかを考えていた 
  ●〈自己肯定感〉高まっていた 
  ●〈自己肯定感〉似た境遇の子どもたちの役に立てることに気づいていた 
  ●〈収穫〉普段の生活では知り合えない人と出会った 
  ●〈収穫〉友だちができた 
  ●〈運営する側の視点〉運営する側の視点が芽生えた 
  ●〈親への感謝〉親の苦労に気づき、感謝が生まれていた 
  ●〈将来への希望〉将来への選択肢が広がり希望を持った 
  ●〈その他〉会場である大学のパンフレットを希望して持ち帰った 
  ●〈その他〉大人にマナーを注意され、学んでいた 

わたしたちは気づいていなかった 
 
 
 

 
 

     ・参加者に提供する側の視点しか持っていなかった 
     ・高校生らの参加により生まれる意義に気づいていなかった 
     
 ●高校生らにとっても出会い・気づき・学びの場になっている 
 ●ガイダンスへの協力が高校生らの変化を促す刺激となっている 
 ●高校を卒業したいという気持ちを強める一助となりうる 

 
出会い・気づき・学び 

芽生え 

ロールモデル協力 

ガイダンス参加 

ガイダンス参加 変化 

提供 提供 
提供 
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